












































刊した雑誌「批評」の同人、後編集者となり、詩や評論に力を注いだ。1944 年 1 月、東部第四十八部隊
の召集を受けて入隊したが、骨折や肺炎で三カ月間の入院生活をしたあげく、ついに除隊、1944 年 5 月
頃に再び国際文化振興会や「批評」に戻ることになる。当時の仕事の内容や文学活動から見れば、堀田の








































































































































































させた。そもそも 1945 年 8 月 10 日までに上海にいた「日僑」は約 64504 人であったが、新たに約 30355
人が入り、合計約「10 万」19人に昇った。この厖大な人数は数に限りある引揚げ船で日本に送還される前
に、1945 年 10 月 13 日まで、全て「集中区」に住むよう国民党政府に命じられた。 
「集中区」とは、国民党政府がナチスの「集中営」20と意識的に区別して、「民主主義」の人道面をア


























































































































堀田は日記において、自身の留用の経緯に関する記録を残した。1945 年 12 月 13 日に、対日文化工作
委員会の日文雑誌「新生」の編集員を務めている須田禎一に誘われた。その誘いを快諾し、翌日から「新
生」の編集に取り組むことになった。出勤証明書を手に入れたのが 12 月 21 日38だとも記している。この
順番から見ると、おそらく須田禎一との話し合いで、「新生」を編集する意向が決められてから、技術者















く触れていない。実際に、彼が『新生』の編集者となったのは 1945 年 12 月 14 日である。アナウンスの
仕事は 1946 年 5 月 17 日から始まり40、中央広播事業管理処に属する上海広播電台（中波長）で、月曜日
から土曜日、毎日 16 時 30 分から 16 時 45 分までニュースを放送した41。「中央日報」の翻訳をし始めた
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